
 
 
 
 
 

    

の ◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
と
う
と
う
発
行
の
遅
れ
の
累 

積
は
、
過
去
最
高
を
更
新
中
で
あ
り
ま
し
て
、
な
ん
と
、 

十
二
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 
今
年
は
、
順
調
に
一
月 

か
ら
七
月
ま
で
毎
月
発
行
が
継
続
さ
れ
て
い
た
の
で 

す
が
、
八
月
、
十
月
と
休
刊
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ 

れ
、
よ
う
や
く
第
百
三
十
八
号
、
前
号
か
ら
し
ま
す
と
、 

一
月
半
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
。 

第
一
号
か
ら
第 

九
十
一
号
ま
で
は
、
毎
月
発
行
の
ペ
ー
ス
を
維
持
で
き 

た
の
で
す
が
、
発
行
の
遅
れ
は
積
も
り
積
も
っ
て
一
年 

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、 

宮
司
プ
レ
ス
第
百
三
十
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

◇
毎
年
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
は
、
深
刻
な
自
然
災
害 

に
見
舞
（
み
ま
）
わ
れ
て
い
ま
す
。 

有
名
な
警
句
（
け 

い
く
）
で
あ
る
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」 

を
残
さ
れ
た
の
は
、
夏
目
漱
石
門
下
の
随
筆
家
（
ず
い 

ひ
つ
か
）
で
も
あ
り
、
物
理
学
者
で
も
あ
る
、「
文
理
両 

道
（
ぶ
ん
り
り
ょ
う
ど
う
）、
自
然
災
害
に
関
す
る
数
多 

く
の
著
作
（
ち
ょ
さ
く
）
が
あ
る
寺
田
寅
彦
（
て
ら
だ 

 

と
ら
ひ
こ
）
さ
ん
で
す
。 

最
近
で
は
、「
忘
れ
た
頃
に 

や
っ
て
来
る
」
の
後
に
、「
必
ず
来
る
」
を
つ
け
な
け
れ 

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
特
に
、
今
年
の
度
重
（
た
び
か
さ 

な
）
な
る
「
非
常
に
強
い
台
風
」
の
襲
来
（
し
ゅ
う
ら 

     

い
）
は
、「
天
災
は
忘
れ
ぬ
間
（
ま
）
に
や
っ
て
来
る
」 

と
、
そ
の
警
句
の
文
言
（
も
ん
ご
ん
）
の
修
正
が
必
要 

と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
寺
田
寅
彦
さ
ん
は
、 

地
震
や
台
風
な
ど
絶
（
た
）
え
な
い
天
災
を
「
天
然
の 

無
常
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

天
災
は
、
人
の
力
の
及 

ば
な
い
、
生
滅
（
せ
い
め
つ
）、
盛
者
必
衰
（
せ
い
じ
ゃ 

ひ
っ
す
い
）、
変
化
し
て
常
住
（
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
）、
永 

遠
で
は
な
く
、
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
た
の 

で
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
「
天
然
の
無
常
」
は
、
遠
い 

祖
先
か
ら
、
遺
伝
的
（
い
で
ん
て
き
）
な
記
憶
と
な
っ 

て
日
本
人
の
五
臓
六
腑
（
ご
ぞ
う
ろ
っ
ぷ
）
に
し
み
わ 

た
っ
て
い
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◇
わ
が
国
は
、
災
禍
（
さ
い
か
）
が
頻
繁
（
ひ
ん
ぱ
ん
） 

で
あ
り
、
先
人
達
（
せ
ん
じ
ん
た
ち
）
は
、
数
千
年 

来
の
災
禍
（
さ
い
か
）
の
試
練
を
耐
（
た
）
え
て
今
日 

に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。 
そ
の
こ
と
を
、
寺
田
寅
彦 

さ
ん
は
、「
一
面
か
ら
見
れ
ば
わ
が
国
の
国
民
性
の
上 

に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
し
が
た 

い
」「
日
本
国
民
特
有
の
い
ろ
い
ろ
な
国
民
性
の
す
ぐ 

れ
た
諸
相
（
し
ょ
そ
う
、
す
が
た
の
こ
と
）
が
作
り
上 

げ
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま 

す
。 

先
人
達
は
、
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
お 

陰
様
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
で
、「
恐
れ
」
と
「
敬
（
う 

や
ま
）
い
」
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
「
畏
（
か
し
こ
）
み
」 

と
い
う
心
を
忘
れ
ず
に
生
活
を
し
た
、
ま
さ
に
、
国
民 

性
へ
の
良
い
影
響
、
す
ぐ
れ
た
諸
相
が
作
り
上
げ
ら
れ 

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

実
は
、
寺
田
寅
彦
さ 

ん
は
、「
も
の
を
こ
わ
が
ら
な
過
ぎ
た
り
、
こ
わ
が
り
過 

ぎ
た
り
す
る
の
は
や
さ
し
い
が
、
正
当
に
こ
わ
が
る
こ 

と
は
な
か
な
か
難
し
い
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。  

神
社
神
道
の
信
仰
の
三
本
柱
は
、
宮
司
プ
レ
ス
の
既
刊 

号
に
も
記
述
（
き
じ
ゅ
つ
）
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、 

大
自
然
に
感
謝
を
す
る
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大 

切
に
す
る
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
人
生
を
楽
し
む
こ
と 

で
す
。 

「
正
当
に
こ
わ
が
る
」
と
い
う
の
は
、「
朝
に 

祈
り
夕
べ
に
感
謝
」、
今
あ
る
命
に
感
謝
を
し
て
前
向 

き
に
生
活
を
す
る
、
そ
の
敬
神
生
活
そ
の
も
の
で
は
な 

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

◇
戦
後
七
十
三
年
で
す
が
、
我
々
は
、
戦
後
と
い
う
空 

間
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
戦
後
日
本
の
価
値
観
を
絶
対
視 

（
ぜ
っ
た
い
し
）
す
る
こ
と
で
、
以
前
の
歴
史
や
価
値 

観
は
捨
て
ら
れ
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

個
人 

利
益
の
あ
く
な
き
追
求
で
あ
る
、「
欲
望
主
義
」
の
時
代 

を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
さ
に
、 

「
尽
私
生
私
（
じ
ん
し
せ
い
し
）」、
で
す
。 

聖
徳
太 

子
（
し
ょ
う
と
く
た
い
し
）
は
、「
背
私
向
公
（
は
い
し 

こ
う
こ
う
）」、
私
を
捨
て
て
公
（
お
お
や
け
）
に
尽
く 

し
な
さ
い
と
諭
（
さ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。 

国
の
存
亡 

（
そ
ん
ぼ
う
）
に
か
か
わ
る
時
な
ど
、「
滅
私
奉
公
（
め 
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っ
し
ぼ
う
こ
う
）」
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。  

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
必
死
に
毎
日
を 

過
ご
し
ま
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
何
か
他
の
人
に
対 

し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
器
量
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ 

と
思
い
ま
す
。 
運
命
共
同
体
の
地
域
社
会
の
一
員
と 

し
て
、「
利
他
（
り
た
）」、
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
、 

「
相
互
扶
助
（
そ
う
ご
ふ
じ
ょ
）」、「
相
互
規
制
（
そ
う 

ご
き
せ
い
）」、
お
互
い
助
け
合
い
支
え
あ
う
、
ま
さ
し 

く
「
尽
私
生
公
（
じ
ん
し
せ
い
こ
う
）」
を
生
活
の
大
目 

標
と
し
た
い
も
の
で
す
。 

御
自
愛
く
だ
さ
い
。 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
七
日 

▼
朝
粥
会 

＊
八
月
二
十
一
日 

▼
貴
布
禰
神
社
例
祭 

＊
九
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日 

▼
秋
季
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
三
日 

※
神
道
家
（
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方)

の
合
同
の

霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
） 

 

▼
観
月
祭 

＊
九
月
二
十
四
日 

 
 

＊
日
本
酒
を
楽
し
む
会
主
催
の
仲
秋
の
名
月
を

め
で
る
祭
典
と
宴
、
九
十
人
参
列 

◇
九
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会
研
修
旅
行 

＊
九
月
三
日
～
四
日
、
鹿
児
島
方
面 

◇
神
社
関
係
者
大
会
、
桜
井
よ
し
こ
講
演
会 

＊
九
月
六
日 

 

◇
下
関
支
部
総
代
会
敬
神
婦
人
会
合
同
役
員
会

＊
九
月
十
一
日 

◇
神
宮
大
麻
増
頒
布
推
進
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
九
月
十
四
日 

◇
下
関
市
敬
神
婦
人
会
茶
話
会 

＊
九
月
十
七
日 

 
 

◇
全
国
神
社
総
代
会
大
会
参
加 

＊
九
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日 

※
熊
本
市
に
て
開
催 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促

進
セ
ン
タ
ー 

 

＊
九
月
十
日 

※
集
合
教
誨
（
男
子
・
女
子
） 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

＊
九
月
十
二
日 

◇
習
字
教
室 

＊
九
月
十
二
日 

 

▼
自
治
会
活
動 

 
 

◇
役
員
会 

＊
九
月
十
九
日 

 
 

◇
敬
老
祝
賀
会 

＊
九
月
二
十
二
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
福
浦
二
町
敬
老
祝
賀
会
出
席 

 

＊
九
月
十
六
日 

 
 

◇
玄
洋
中
Ｃ
Ｓ
学
校
運
営
協
議
会
美 

＊
九
月
二
十
五
日 

◇
十
月
の
祭
典
行
事 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
秋
季
例
大
祭 

 
 
□

六
連
島
八
幡
宮 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 
 
□

田
の
首
八
幡
宮 

＊
十
月
十
三
日
～
十
四
日 

 
 
□

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 

◆
前
夜
祭 

＊
十
月
十
九
日 

 
 
 

◆
本
殿
祭 

＊
十
月
二
十
日 

 
 
 

◆
御
神
幸
祭
＊
十
月
二
十
一
日 

 

▼
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
五
日 

◇
十
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体
行
事
等 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
十
月
三
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕
作
業 

＊
十
月
十
四
日 

 
 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
監
督
会
議 

＊
十
月
十
六
日 

 
 

◇
秋
季
例
大
祭
設
営
作
業
、
説
明
会 

 
 
 

＊
十
月
十
七
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
月
三
十
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
講
演
講
師
養
成
講
習
会 

＊
十
月
十
六
日 

 
 

◇
教
学
研
究
部
研
修
、
役
員
会 

＊
十
月
十
八
日 

 
 

◇
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
十
月
十
九
日 

 
 

◇
建
国
記
念
下
関
奉
祝
会
役
員
会
＊
十
月
三
十
一
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
十
月
十
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
下
関
市
倫
理
法
人
会 

＊
十
月
三
日 

 
 

◇
関
門
温
故
知
新
塾 

＊
十
月
十
日 

 
 

◇
山
銀
は
っ
て
ん
ク
ラ
ブ 

＊
十
月
十
二
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
常
設
人
権
相
談 

＊
十
月
二
日 


